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 大竹市の都市特性 

 

１．自然環境 

１ 位置 

本市の位置は，広島県の西端にあり，東部は瀬戸内海に臨み，北部は廿日市市，南部と西

部は山口県岩国市及び和木町に接しています。また，本市の南東の海上沖合には阿多田島が

あり，松ケ原，広原地区等が飛び地として点在しています。 

本市は，昭和２９年９月１日に旧大竹町，小方町，玖波町，栗谷村及び松ケ原地区（友和

村の一部）が合併して，大竹市として市制を施行しました。また，市域面積は 78.66ｋ㎡（国

土地理院全国都道府県市町村別面積調平成 28 年 10 月 1 日時点）です。 

 

◆図表 2-１ 位置 
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２ 自然・地勢 

本市の沿岸部には，美しい瀬戸内海が広がり，内陸部には三倉岳などの雄大な自然があり

ます。また，本市の南西部の県境には小瀬川が流れ，中流には県天然記念物に指定の蛇喰磐

や県名勝の弥栄峡，中央部を流れる大膳川の上流には，錦龍の滝を中心とした錦龍公園など

があります。 

また，地質は，深成岩の花崗岩質岩石が大部分を占め，各所に露岩があります。 

地形は，沿岸部の市街地を除いては平地が少なく，海岸線近くまで山々の急傾斜が迫って

います。総じて山地が多く，居住地，耕作地としては地形的に恵まれていません。 

 

◆図表 2-２ 地勢 
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３ 気候 

 

本市は，年間を通して温暖少雨を特徴とする瀬戸内海式気候に属していますが，比較的

雨量が多い地域です。 

また，年間平均気温は 16～17℃，年間降水量は 1,700～2,300mm となっています。 

 

◆図表 2-３ 気象概要 

 

 

◆平成２8 年 

 

資料：気象庁ホームページ 

平成２４年 16.0 35.8 -3.5 1,698.0 80.5

平成２５年 16.4 37.8 -2.2 2,035.5 138.0

平成２６年 16.0 35.9 -2.3 1,859.0 191.0

平成２７年 16.4 36.4 -2.8 1,769.5 91.5

平成２８年 17.1 36.5 -4.4 2,257.0 112.0

１月 5.8 17.4 -4.4 75.5 30.5

２月 6.3 16.6 -1.3 103.5 59.5

３月 10.2 21.8 -0.1 83.5 39.5

４月 16.0 26.0 6.2 334.0 80.0

５月 20.0 29.7 9.3 197.5 42.5

６月 22.9 30.7 14.1 607.0 112.0

７月 27.5 35.1 20.7 206.5 95.5

８月 29.0 36.5 18.1 72.5 50.0

９月 24.9 32.8 19.9 239.0 57.0

１０月 20.2 30.6 11.8 134.0 29.5

１１月 13.2 22.3 4.5 104.5 38.0

１２月 8.8 20.0 -0.1 99.5 19.0
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２．社会環境 

１ 人口及び世帯数 

本市の人口は，減少傾向にあります。一方で，世帯数は増加傾向にありましたが，平成 27

年に減少に転じています。 

また，１世帯当たりの人員は減少傾向にあり，核家族化の進行が伺えます。 

 

◆図表 2-４ 人口及び世帯数 

 

※ 各年１０月１日現在                                    資料：総務省「国勢調査報告（平成 27 年）」 

 

 

２ 産業 

本市の産業別就業者数の割合は，製造業が 25.2％と最も多く，次いで卸売業・小売業，

医療・福祉の順となっています。 

 

◆図表 2-５ 産業別就業者数        （単位：人） 

 
資料：総務省「国勢調査報告（平成 27 年）」 
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３ 観光 

本市管内には，栗谷地区にある三倉岳県立自然公園，県天然記念物に指定の蛇喰磐，県名

勝の弥栄峡などの他に，亀居城跡，憩いの森・錦龍公園（錦龍の滝）などの観光資源があり

ます。 

 

◆図表 2-６ 観光施設 
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３．生活環境 

１ 上水道 

本市の水道普及率は，97.5％（平成２7 年度）であり，県平均 94.3％（平成２7 年度）

よりも，わずかに上回っています。 

◆図表 2-７ 水道普及状況（平成 28 年 3 月末） 

地  域 行政区域内人口（人） 現在給水人口(人) 普 及 率（％） 

大 竹 市 27,852 27,157 97.5 

広 島 県 2,856,582 2,693,129 94.3 

資料：広島県「平成 27 年度広島県の水道事業の現況」 

 

２ 下水道 

本市の下水道普及率は，94.2％（平成２７年度）であり，県平均 72.8％（平成２７年度）

よりも大きく上回っています。 

◆図表 2-８ 下水道普及状況（平成 28 年 3 月末） 

地  域 行政区域内人口（人） 処理区域内人口(人) 普 及 率（％） 

大 竹 市 27,852 26,249 94.2 

広 島 県 2,856,582 2,078,354 72.8 

資料：広島県「広島県の下水道 2016」 

 

 

４．都市環境 

１ 土地利用 

本市の土地利用の状況は，図表２-９に示すとおりです。 

◆図表 2-９ 土地利用の状況（平成 27 年） 

 

資料：大竹市「大竹市統計書 2016」    

農林水産省「2015 農林業サンセス」 
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２ 住宅 

本市の住宅種類別世帯数は，約 7 割の世帯が「持ち家」です。 

 

◆図表 2-10 住宅種類別世帯数                    （単位：世帯） 

※ １０月１日現在        資料：総務省「国勢調査報告（平成２7 年）」 

 

３ 交通 

本市の陸上交通網は，道路交通網と鉄道交通網があります。有料道路は，海岸線に平行す

る形で，広島岩国道路（山陽自動車道と一部共有）が延びています。 

また，主要一般道路として，海岸線沿いに国道 2 号が延び，南北に国道 186 号が延びて

います。 

鉄道交通網は，ＪＲ山陽本線が海岸線沿いに延びています。 

本市の海上交通網については，小方港から阿多田島までの間を有限会社阿多田島汽船のフ

ェリーが運航しています。 

 

◆図表 2-11 交通 

えｓｓ  

総  数 持ち家 
公営・公団 

公社の借家 

民営の 
借家 

給与住宅 間借り 
住宅以外に

住む 
一般世帯 

11,730 7,669 830 2,183 528 93 427 
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５．上位計画 

１ 国の計画 

（１）循環型社会形成推進基本計画 

国は，循環型社会形成推進基本法に基づき，平成２５年５月に「第３次循環型社会形成推

進基本計画」を閣議決定しており，その概要は次のページの図表 2-14 に示すとおりです。 

（２）国の基本方針 

廃棄物処理施設整備事業の計画的な実施を図るため，平成２８年１月に廃棄物処理法に基

づき，平成２８年度以降の新たな目標値が定められています。 

◆図表 2-１2 一般廃棄物の処理に関する目標 

一般廃棄物の減量化等の目標量・・・「第３次循環型社会形成推進基本計画」の目標及び目標設定のため

に用いられた考え方との整合性に配慮する。 

区  分 平成 24 年度（現状） 平成 32 年度 

排 出 量 45 百万トン 12％削減（40 百万トン） 

再生利用量 約 21％ 約 27％ 

最終処分量 4.6 百万トン 約 14％削減（4 百万トン） 

家庭系ごみ 1 人 1 日平均排出量 
（資源ごみを除く。） 

533ｇ/人・日 500ｇ/人・日以下 

  

資料：環境省「廃棄物の減量その他その適正な処理に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るための基本的な方針」 

（３）廃棄物処理施設整備計画 

廃棄物処理施設整備事業の計画的な実施を図るため，平成２５年５月に廃棄物処理法に基

づき，平成２５年度から平成２９年度までの廃棄物処理施設整備計画が策定されています。 

この計画は，廃棄物処理施設の整備状況や，東日本大震災以降の災害対策への意識の高ま

り等，社会環境の変化を踏まえ，３Ｒ（発生抑制〈リデュース〉，再使用〈リユース〉，再

生利用〈リサイクル〉）の推進に加え，災害対策や地球温暖化対策の強化をめざし，広域的

な視点に立った強靭な廃棄物処理システムの確保を進めることを目的としています。 

【１】３R の推進 

【２】強靭な一般廃棄物処理システムの確保 

【３】地域の自主性及び創意工夫を活かした一般廃棄物処理施設の整備 

◆図表 2-13 一般廃棄物に係る目標及び指標 

区   分 平成２４年度（見込み） 平成２９年度 

ごみのリサイクル率 ２２％ ２６％ 

最終処分量の残余年数 ２０年 ２０年 

期間中に整備されたごみ焼却施設の
発電効率の平均値 １６％ ２１％ 

浄化槽処理人口普及率 ９％ １２％ 

資料：環境省「廃棄物処理施設整備計画」 
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◆図表 2-14 第３次循環型社会形成推進基本計画の概要 

 

 

資料：環境省「第三次循環型社会形成推進基本計画の（概要）」 
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２ 広島県の計画 

① 第４次廃棄物処理計画 

広島県は，廃棄物処理法第５条の５の規定に基づく法定計画として「第４次広島県廃棄物

処理計画」を，平成２８年３月に策定しています。 

この計画は，一般廃棄物及び産業廃棄物を含む廃棄物全般の減量化や適正な処理の推進を

図ることを目的に，平成２８年度から平成３２年度までを計画期間としています。 

なお，この計画に示されている目標値は，本市及び廿日市市の可燃ごみ処理方式の変更を

考慮した値とされています。 

◆図表 2-15 一般廃棄物の処理に関する目標 

 計 画 名 「第４次広島県廃棄物処理計画～循環型社会と低炭素社会の一体的実現に向けて～」  

 策 定 年 平成２８年３月 

 計画期間 平成２８年度～平成３２年度 

 一般廃棄物（ごみ）に係る目標 

区  分 

平成２５年度（基準年） 平成３２年度 

 
排出量に占める

割合 
 

排出量に占める

割合 

排出量 92.2 万トン — 87.4 万トン — 

再生利用量 18.5 万トン 20.0％ 16.8 万トン 19.0％以上 

最終処分量 11.9 万トン 12.8％ 10.3 万トン 11.8％以上 

  

（資料：広島県「第４次広島県廃棄物処理計画～循環型社会と低炭素社会の一体的実現に向けて～（平成 28 年度－32 年度）」平成 28 年 3 月）  

 

② 汚水適正処理構想 

広島県は，下水道や合併処理浄化槽等の生活排水処理施設の整備目標等を示した「広島県

汚水適正処理構想」を平成８年３月に策定し，汚水処理人口普及率の向上などに取り組んで

きました。 

その後，平成１３年３月，平成１６年３月，平成２３年３月，平成２６年４月に，それぞ

れ適宜，見直しを行い，情勢の変化に対応してきたところです。 

◆図表 2-16 生活排水処理施設の整備計画 

区  分 事   業   名 
平成 24 度度末 平成 32 年度末(予定) 

処 理 人 口 処理普及率 処 理 人 口 処理普及率 

汚
水
処
理
施
設 

集合処理 
公 共 下 水 道 2,028,370 人 70.5% 2,059,858 人 75.2% 

農業・漁業集落排水 56,152 人 2.0% 55,044 人 2.0% 

個別処理 合併処理浄化槽等 342,982 人 11.9% 354,554 人 12.9% 

小  計 2,427,504 人 84.4% 2,469,456 人 90.1% 

汚水処理施設未整備人口 448,326 人 15.6% 269,798 人 9.9% 

行    政    人    口 2,875,830 人 100.0% 2,739,254 人 100.0% 

資料：広島県「広島県汚水適正処理構想（平成２６年４月改訂）」 
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３ 大竹市総合計画 

本市では，平成２８年 3 月に第 5 次大竹市総合計画 後期基本計画を策定しています。前

期基本計画に掲げた 2 つの基本理念『地域資源を活かし，みんなでつくるまちづくり』，『効

率的な行財政運営で，実りの多いまちづくり』を継承し，まちづくりのテーマである『住み

たい，住んでよかったと感じるまち』の実現をめざしています。 

 計画名称：第 5 次大竹市総合計画 後期基本計画 

 策定年月：平成２８年 3 月 

 計画期間：平成２８年度～平成３２年度（ただし，めざす姿や目標値は，平成３１年度で設定） 

 目標人口：30,000 人（平成３２年度） 

 ごみ処理に係わる主要施策と目標 

○平成３１年度からの可燃ごみの広域処理の実現に向け，本市と廿日市市が共同しごみ

焼却施設を廿日市市に新設しています。 

○市域に中継施設を整備し，併せて可燃ごみの廿日市市への搬入運搬計画の策定を進め

ています。 

○ごみの分別などに関する指導の徹底により，さらなるごみの減量化及びリサイクル率

の向上に取り組みます。 

○ごみ出しのマナー改善に積極的に取り組みます。 

○老朽化したし尿処理施設の整備について，効率的な財政運営の観点から，最も合理的

な処理方法などを検討し，次期処理システムの方針を決定します。 

○一般廃棄物最終処分場の整備について，候補地の選定などの検討を進めます。 

○目標値 

 

 

 

 

 

 生活排水処理に係わる主要施策と目標 

○「公共下水道事業計画（昭和３５年度～平成３１年度）」に基づき下水道整備を着実

に進め，未普及地域を解消します。 

○市街地の浸水による被害を防除するため，雨水幹線・雨水ポンプ場の整備を進めます。 

○下水道の安定的・効率的な処理に向けて，「広島湾流域別下水道整備総合計画（平成

7 年度～）」と整合させるとともに，下水道施設の機能を向上させます。 

○生活環境の改善や公共用水域の水質を保全するため，効果的な整備と接続率向上に取

り組みます。 

○下水道未接続世帯の解消のため，貸付制度の周知など普及啓発を進めます。 

○「広島県汚水適正処理構想（平成２６年度～平成３７年度）」に基づき，効率的・計

画的な整備を進めます。 

○目標値 
 

項  目 数値目標（平成３１年度） 

家庭系ごみの 1 人 1 日排出量 605ｇ 

中継施設整備進捗率 100％ 

運搬計画の策定率 100％ 

ごみのリサイクル率 69％（Ｈ３０） 

項  目 数値目標（平成３１年度） 

下水道処理人口普及率 95.2％ 

下水道長寿命化計画に基づく改築更新率 87.4％ 

防鹿地区の下水道処理人口普及率 100％ 


